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オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
市
（
米
国
・
テ
ネ
シ
ー
州
）
か
ら
、
中
学

生　

人
と
引
率
の
先
生
２
人
が
、
ま
た
、
国
際
親
善
姉
妹
都

１０
市
と
し
て　

周
年
の
大
き
な
節
目
の
年
を
迎
え
、
オ
ー
ク

２０

リ
ッ
ジ
市
長
夫
妻
、
オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
姉
妹
都
市
応
援
会
の
か

た
が
た
が
、
７
月
６
日
か
ら　

日
に
か
け
て
那
珂
市
を
訪
れ

１３

ま
し
た
。

　

訪
問
団
の
一
行
は
、
書
道
や
茶
道
体
験
な
ど
日
本
の
文
化

や
礼
儀
作
法
を
学
ん
だ
り
、
施
設
見
学
や
市
内
中
学
校
で
交

流
を
深
め
ま
し
た
。
ま
た
、
７
月　

日
に
は
国
際
親
善
姉
妹

１０

都
市
盟
約
締
結　

周
年
記
念
式
典
が
催
さ
れ
、
互
い
に
記
念

２０

品
を
交
換
し
て
友
好
を
深
め
、
ト
ム
・
ビ
ー
ハ
ン
市
長
、
小

宅
市
長
の
固
い
握
手
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
後
に
は
、

ト
ム
・
ビ
ー
ハ
ン
市
長
の
講
演
で
、
オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
か
ら
見

た
姉
妹
都
市
「
那
珂
市
」
と
の　

年
の
軌
跡
を
振
り
返
り
ま

２０

し
た
。

　

那
珂
市
か
ら
は
８
月　

日
１７

か
ら　

日
に
か
け
て
、
中
学

２７

生　

人
が
オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
へ

１０
訪
問
し
ま
す
。
中
学
生
交
換

交
流
事
業
・
女
性
の
翼
を
は

じ
め
、
多
く
の
交
流
事
業
を

通
じ
、
両
市
の
友
情
の
絆
を

深
め
て
い
ま
す
。

ト
ム
・
ビ
ー
ハ
ン

ト
ム
・
ビ
ー
ハ
ン

オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
市
長

オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
市
長

（
写
真
右
）

　

記
念
品
交
換

（
写
真
上
）

　

ト
ム
・
ビ
ー
ハ
ン
市
長

に
よ
る
講
演
会

Ladies 
and

  Gentlem
en!Ladies 

and

  Gentlem
en!

"Wabi Sabi""Wabi Sabi"

Oh! I See...
  This is Green Tea.
Oh! I See...
  This is Green Tea.

Enjoy party :)Enjoy party :)
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!

OK! spiky!
!

See you again.
See you again.

Yee
eaaa

hhh
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Yee
eaaa

hhh
!!!

Sp
ar
kl
in
g!
!

Sp
ar
kl
in
g!
!Zoooom!!

Zoooom!!
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"Su-si-
"

"Su-si-
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Oak Ridge
Delegation

Souvenir
 from Ork Ridge
Souvenir
 from Ork RidgeVery

 inter
est in

      
Japan

!
Very
 inter

est in

      
Japan

!

１st‐到着・歓迎夕食会

２nd‐市役所表敬訪問・市内施設見学

３rd‐日本文化体験

４th‐各中学校で

５th‐２０周年記念式典

６th‐ホストと過ごす

７th‐遠足
　　　フェアウェルパーティー

８th‐帰国

国際親善姉妹都市盟約締結20周年国際親善姉妹都市盟約締結2 0 周年
平成22年度 中学生交換交流平成2 2 年度　中学生交換交流　　
国際親善姉妹都市盟約締結2 0 周年
平成2 2 年度　中学生交換交流　　

�������	
���
オークリッジ市長　Tom Beehan
オークリッジ市長夫人　Kay Brookshire

／小宅　昭子

オークリッジ姉妹都市応援会長　Steve Kelley／鈴木　久榮
オークリッジ姉妹都市応援会員　Shigeko Uppuluri／海野　寿江

　ジェファーソン中学校　ロバーツビル中学校
○William Mason／浅野　真輝
○Sydney Noelle Buckner／檜山　涼加
○Tiffany Ann Potok／森田　ちひろ
○Sam Kelley／中井川　滉平
○Andy Tatum／根本　祥椰
◇Abbie Wilmore／柏村　初江

○Madelyn Fowler／藤咲　晴香
○Grace Hall／北川　優菜
○Warren LaForest／遠藤　賢太
○Yuri Kato／冨山　莉瑚
○Amy Douglas／茅根　悠花
◇Jason Nussbaum／本田　慶子

※○は生徒・◇は引率者、日本名はホスト 敬称略
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医
療
福
祉
費
支
給
制
度
�
マ
ル
福
制
度
�
が
改
正
さ
れ
ま
す

◆
◆
医
療
福
祉
費
支
給
制
度
に
つ
い
て
◆
◆

   
市
で
は
、
妊
産
婦
、
乳
幼
児
、
学
齢
児

童
、
ひ
と
り
親
世
帯
お
よ
び
重
度
心
身
障

害
者
の
か
た
の
健
康
の
保
持
増
進
を
図
る

た
め
、
医
療
費
の
一
部
を
助
成
す
る
医
療

福
祉
費
支
給
制
度
（
マ
ル
福
制
度
）
を
設

け
て
い
ま
す
が
、
そ
の
医
療
福
祉
費
支
給

制
度
が
平
成　

年　

月
よ
り
改
正
さ
れ
ま

２２

１０

す
。
改
正
の
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

●
改
正
点 

小
児
マ
ル
福
の
対
象
年
齢
の
引
き
上
げ

   
こ
れ
ま
で
の
医
療
福
祉
費
支
給
制
度
で

は
、
小
学
校
就
学
前
の
お
子
様
を
対
象
と

し
て
外
来
分
と
入
院
分
の
医
療
費
を
助
成

し
て
い
ま
し
た
が
、
子
育
て
家
庭
へ
の
経

済
的
な
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
小
学

�
�

�
�

校
３
年
生
ま
で
引
き
上
げ
て
助
成
す
る
こ

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

と
と
し
ま
し
た
。
名
称
は
、
乳
幼
児
マ
ル

福
か
ら
小
児
マ
ル
福
と
変
わ
り
ま
す
。

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

【
申
請
手
続
】

　

平
成　

年
４
月
２
日
か
ら
平
成　

年
４

１３

１６

月
１
日
の
間
に
生
ま
れ
た
お
子
様
の
う

ち
、
所
得
審
査
の
結
果
、
制
度
に
該
当
す

る
保
護
者
あ
て
に
、
８
月
上
旬
に
申
請
書

を
郵
送
し
て
お
り
ま
す
。
内
容
を
ご
確
認

の
う
え
、
８
月　

日（
金
）ま
で
に
こ
ど
も

２７

課
へ
申
請
書
等
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

 

※
提
出
書
類

　

①
申
請
書

　

②
お
子
様
の
健
康
保
険
証
の
コ
ピ
ー

  
（
お
子
様
が
社
会
保
険
に
加
入
の
場
合
）

   
ま
た
、
転
入
等
に
よ
り
所
得
の
確
認
が

で
き
な
い
か
た
や
、
所
得
が
限
度
額
を
超

え
制
度
に
該
当
し
な
い
か
た
へ
も
、
そ
の

旨
の
通
知
を
郵
送
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
、
ひ
と
り
親
マ
ル
福
を
受

給
し
て
い
る
平
成　

年
４
月
２
日
か
ら
平

１３

成　

年
４
月
１
日
の
間
に
生
ま
れ
た
お
子

１６
様
は
、　

月
１
日
か
ら
小
学
校
３
年
生
の

１０

年
度
末
ま
で
、
小
児
マ
ル
福
に
切
り
替
わ

り
ま
す
。
原
則
と
し
て
申
請
手
続
は
不
要

で
す
の
で
、
該
当
す
る
か
た
へ
は
新
た
な

受
給
者
証
を
９
月
下
旬
に
郵
送
い
た
し
ま

す
。

※
現
在
、
障
害
マ
ル
福
を
受
給
し
て
い
る

平
成　

年
４
月
２
日
か
ら
平
成　

年
４

１３

１６

月
１
日
の
間
に
生
ま
れ
た
お
子
様
は
、

引
き
続
き
障
害
マ
ル
福
に
該
当
と
な
り

ま
す
の
で
、
新
た
な
手
続
き
は
あ
り
ま

せ
ん
。

 

●
改
正
点

学
齢
児
童
等
マ
ル
福
の
対
象
年
齢
の
改
正

　

こ
れ
ま
で
は
小
学
生
と
中
学
生
を
対
象

と
し
て
入
院
分
の
医
療
費
を
助
成
し
て
い

ま
し
た
が
、
小
児
マ
ル
福
が
小
学
校
３
年

生
ま
で
対
象
年
齢
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ

と
に
よ
り
、　

月
１
日
以
降
は
小
学
校
４

�
�

�
�
�
�
�
�

１０

年
生
か
ら
中
学
校
３
年
生
ま
で
が
学
齢
児

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

童
等
マ
ル
福
の
対
象
と
な
り
ま
す
。（
現

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

在
、
ひ
と
り
親
マ
ル
福
や
障
害
マ
ル
福
を

受
給
し
て
い
る
お
子
様
は
除
き
ま
す
）

【
申
請
手
続
】

　

小
学
校
４
年
生
か
ら
中
学
校
３
年
生
ま

で
の
お
子
様
が
退
院
し
た
後
、
以
下
の
必

要
書
類
を
持
参
し
て
こ
ど
も
課
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。
所
得
審
査
の
結
果
、
制
度

に
該
当
す
る
場
合
は
、
後
日
、
口
座
振
込

み
に
て
マ
ル
福
分
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

転
入
等
の
関
係
で
所
得
が
分
か
ら
な
い
場

合
は
、
課
税
証
明
書
等
を
ご
提
出
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
必
要
書
類

①
お
子
様
が
入
院
し
た
際
の
領
収
証

②
印
鑑
（
認
印
で
可
）

③
お
子
様
の
健
康
保
険
証

④
高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
る
場
合

は
、
支
給
額
が
分
か
る
書
類

⑤
振
込
先
の
口
座
の
分
か
る
も
の

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
２
５
２
）

問
い
合
わ
せ

小児マル福および学齢児童等マル福の所得制限額

給与所得控除後の額扶養人数

４０１万円０人

４３１万円１人

４６１万円２人

４９１万円３人

扶養人数１人追加ごとに３０万円加算

  小児マル福および学齢児童等マル福は、
父および母の所得額が以下の所得制限額を
超える場合は、受給できません。また、お
子様の生計維持者が父または母以外の場合
は、所得制限額は１，０００万円になります。
　なお、お子様の生年月日により判定年度
が変わりますので、詳しくはお問い合わせ
ください。
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国
民
年
金
の
月
額
保
険
料
は
、
１
５
１

０
０
円
（
平
成　

年
度
）
で
す
が
、
所
得

２２

が
少
な
い
な
ど
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と

が
経
済
的
に
困
難
な
場
合
に
は
、
申
請
手

続
き
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
保

険
料
の
納
付
が
全
額
ま
た
は
一
部
が
免
除

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
で
は
、
年
金
事
務
所
で
前
年

所
得
な
ど
を
審
査
し
、
承
認
を
受
け
る
こ

と
に
よ
り
、
そ
の
期
間
の
全
額
も
し
く
は

一
部
の
納
付
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
免
除
の

承
認
期
間
は
、
７
月
か
ら
翌
年
６
月
ま
で

で
す
。
免
除
を
受
け
た
期
間
の
保
険
料
額

等
は
表
１
の
と
お
り
で
す
。

■
全
額
免
除
・
一
部
免
除
の
ほ
か
に
「
若

年
者
納
付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま
す

　
　

歳
未
満
の
か
た
で
所
得
が
少
な
く
、

３０
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、
申
請

手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く
と
、
年
金
事
務

所
で
前
年
の
所
得
な
ど
を
審
査
し
、
承
認

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
期
間
の
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
、
あ
と
か
ら
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

申
請
者
本
人
と
配
偶
者
の
前
年
所
得

が
、
一
定
の
基
準
額
以
下
で
あ
る
こ
と
が

条
件
で
す
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

〇
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
通
知
書

〇
印
鑑

※
失
業
等
が
理
由
の
と
き
は
、
雇
用
保
険

被
保
険
者
離
職
票
、
雇
用
保
険
受
給
資

格
者
証
の
い
ず
れ
か
が
必
要
で
す
。

■
原
則
、
毎
年
申
請
が
必
要
で
す

　

全
額
免
除
・
一
部
免
除
、
若
年
者
納
付

猶
予
制
度
は
、
原
則
と
し
て
毎
年
申
請
が

必
要
で
す
。
た
だ
し
、
保
険
料
全
額
免
除

ま
た
は
若
年
者
納
付
猶
予
が
承
認
さ
れ
た

か
た
が
、
申
請
時
に
翌
年
度
以
降
も
申
請

を
行
う
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
希
望
す
る
場

合
は
、
翌
年
度
以
降
は
、
あ
ら
た
め
て
申

請
を
行
わ
な
く
て
も
、
継
続
し
て
申
請
が

あ
っ
た
も
の
と
し
て
自
動
的
に
審
査
を
行

い
ま
す
。（
失
業
等
を
理
由
と
し
た
場
合

を
除
く
）

■
保
険
料
の
「
追
納
」
を
お
勧
め
し
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
免
除
、
若
年
者
納
付

猶
予
が
承
認
さ
れ
た
期
間
は
、
国
民
年
金

保
険
料
を
納
め
た
場
合
よ
り
も
老
齢
基
礎

年
金
の
受
取
り
額
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
期
間
は
、　

年
以
内

１０

で
あ
れ
ば
、
あ
と
か
ら
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
３
年
度
目

以
降
に
保
険
料
を
追
納
す
る
場
合
に
は
、

承
認
を
受
け
た
当
時
の
保
険
料
額
に
経
過

期
間
に
応
じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま

す
。

　

追
納
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
険
料
を
納

付
し
た
場
合
と
同
じ
年
金
額
で
老
齢
基
礎

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

保
険
課
保
険
・
年
金
グ
ル
ー
プ

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
１
４
２
〜
１
４
７
）

問い
合わせ
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全額免除および一部免除の世帯構成別の所得基準の目安

一　部　納　付
全額免除世帯構成 ４分の３

納付
２分の１
納付

４分の１
納付

３３５万円２８２万円２３０万円１６２万円４人世帯
（夫婦、子ども２人）

２４７万円１９５万円１４２万円　９２万円２人世帯（夫婦のみ）

１８９万円１４１万円　９３万円　５７万円単身世帯

※申請者本人のほか、配偶者、世帯主のかたも、前年所得が一定の基準額
以下であることが条件です。

■表１　免除を受けた期間の保険料額等

受け取る老齢基礎
年金の計算には？

老齢基礎年金の
受給資格期間には？

保険料額
（月額）

年金額に２分の１
が反映されます

老齢基礎年金の受給資
格期間に入ります納付なし全額免除制度

年金額に８分の５
が反映されます

４分の１を納付すると
老齢基礎年金の受給資
格期間に入ります

 ３，７８０円
４分の１
納付制度

（４分の３免除）

年金額に４分の３
が反映されます

２分の１を納付すると
老齢基礎年金の受給資
格期間に入ります

 ７，５５０円
２分の１
納付制度

（２分の１免除）

年金額に８分の７
が反映されます

４分の３を納付すると
老齢基礎年金の受給資
格期間に入ります

１１，３３０円
４分の３
納付制度

（４分の１免除）

注意事項　一部納付（一部免除）制度は、保険料の一部を納付することによ
り残りの保険料が免除となる制度です。一部保険料を納付しなかった場合
は、その期間の一部免除が無効（未納と同じ）となるため、将来の老齢基礎
年金の年金額に反映されません。また、障害や死亡といった不慮の事態が
生じた場合に、障害基礎年金または遺族基礎年金を請求できなくなる場合
がありますので、必ず一部保険料を納付していただく必要があります。

� ������������������������������������

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
に
は
、「
保
険
料
の
免
除
制
度
」
が
あ
り
ま
す

国民
年金

�

�

�

�

�������������������������

�������������������������

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

○全額免除          （扶養親族等の数＋１）×３５万円＋２２万円
○４分の３納付 ７８万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除等
○２分の１納付 １１８万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除等
○４分の１納付 １５８万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除等

全額免除および一部免除の所得基準



６

Ｑ
…
こ
の
事
業
の
目
的
は
？

Ａ
…
子
ど
も
は
顔
が
み
ん
な
違
う
の
と
同
じ
よ
う
に
、
成
長
の
ス
ピ
ー
ド
も
そ
れ
ぞ
れ
違

い
ま
す
。
生
ま
れ
つ
き
体
格
が
良
く
、
ど
ん
ど
ん
成
長
し
て
い
く
子
。
ゆ
っ
く
り
少

し
ず
つ
育
っ
て
い
く
子
。
み
ん
な
成
長
の
度
合
い
は
ち
が
い
ま
す
。
ま
た
、
兄
弟
が

で
き
て
の
悩
み
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
に
応
じ
た
子
育
て
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
、
個
々
に
応
じ
た
支
援
を
す
る
た
め
に
こ
の
事
業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

Ｑ
…
対
象
者
は
？
（
ど
の
家
庭
に
来
て
く
れ
る
の
？
）

Ａ
…
那
珂
市
に
住
所
を
有
す
る
生
後
４
か
月
未
満
の
乳
児
の
い
る
家
庭
す
べ
て
に
、
お
お

む
ね
生
後
２
か
月
頃
、
自
宅
に
伺
い
ま
す
。

Ｑ
…
生
後
３
か
月
に
、
那
珂
市
に
転
入
し
て
き
ま
し
た
。
訪
問
は
し
て
く
れ
ま
す
か
？

Ａ
…
転
入
届
を
出
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
原
則
生
後
４
か
月
未
満
の
お
子
さ
ん
は
訪
問
し

ま
す
。
し
か
し
、
手
続
き
上
の
関
係
で
、
連
絡
が
遅
く
な
る
場
合
も
予
測
さ
れ
ま
す

の
で
、「
ひ
だ
ま
り
」
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

Ｑ
…
生
後
４
か
月
を
過
ぎ
た
場
合
、
来
て
く
れ
な
い
の
で
す
か
？

Ａ
… 「
ひ
だ
ま
り
」ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
生
後
４
〜
５
か
月
児
を
対
象
に
乳
児
健
康
相

談
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

Ｑ
…
申
し
込
み
は
？

Ａ
…
不
要
で
す
。
対
象
者
に
は
事
前
に
連
絡
し
ま
す
。
た
だ
し
、
生
後
３
か
月
に
な
っ
て

も
こ
ち
ら
か
ら
連
絡
が
な
い
場
合
に
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

今
年
４
月
か
ら
那
珂
市
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、「
乳
児

家
庭
全
戸
訪
問
事
業
（
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
）」
を
始
め
ま
し
た
。

　

乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業
に
つ
い
て
、
Ｑ
＆
Ａ
で
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

Ｑ
…
費
用
は
？

Ａ
…
無
料
で
す
。

Ｑ
…
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
く
れ
る
の
？

Ａ
…
１
育
児
に
関
す
る
相
談

　

①
赤
ち
ゃ
ん
の
か
ら
だ
に
つ
い
て
（
身
体
測
定
等
）

　

②
お
母
さ
ん
の
産
後
の
身
体
に
つ
い
て

　

③
赤
ち
ゃ
ん
の
お
世
話
に
つ
い
て
（
授
乳
、
排
泄
、
環
境
整
備
等
）

　

④
生
活
リ
ズ
ム
に
つ
い
て

２
予
防
接
種
予
診
票
兼
受
診
券
一
式
の
配
布
と
接
種
方
法
に
つ
い
て
の
説
明

３
子
育
て
支
援
に
関
す
る
情
報
提
供

Ｑ
…
誰
が
来
て
く
れ
る
の
？

Ａ
…
保
健
師
ま
た
は
助
産
師
が
訪
問
し
ま
す
。
訪
問
す
る
際
は
、
事
前
に
「
ひ
だ
ま
り
」

か
ら
ご
連
絡
（
電
話
）
し
て
か
ら
伺
い
ま
す
。

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
ひ
だ
ま
り
」

母
子
保
健
グ
ル
ー
プ

�
２
７
０
・
８
０
７
１

問い
合わせ

　

６
月　

日
に
、
本

２８

事
業
の
担
当
者
研
修

会
を
実
施
し
ま
し

た
。
今
回
は
、
知
識

や
技
術
の
習
得
だ
け

で
な
く
、
乳
児
に
携

わ
る
関
係
機
関
の
ス

タ
ッ
フ
間
の
共
通
理

解
を
図
る
た
め
、
市

内
保
育
園
の
保
育
士

や
在
宅
の
管
理
栄
養

士
等
も
参
加
し
て
講

義
を
受
け
ま
し
た
。

◆
講
義
の
様
子
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広報なか８月号７

国
勢
調
査
が�

月
�
日
に
実
施
さ
れ
ま
す

��

◆
◆
平
成　

年
国
勢
調
査
◆
◆

２２

■
国
勢
調
査
と
は
？

　
　

月
１
日
に
平
成　

年
国
勢
調
査
が
全

１０

２２

国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。
国
勢
調
査
は
統

計
法
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
、
国
内
に
住
ん

で
い
る
す
べ
て
の
人
を
対
象
と
し
て
行
う

も
の
で
、
行
政
の
基
礎
と
な
る
人
口
・
世

帯
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
、
国
の
最
も

基
本
的
な
統
計
調
査
で
す
。
９
月
下
旬
か

ら　

月
上
旬
に
か
け
て
、
調
査
員
が
皆
さ

１０
ん
の
お
宅
へ
、
調
査
票
の
配
布
と
受
け
取

り
に
伺
い
ま
す
。
調
査
票
に
は
、
氏
名
や

世
帯
構
成
、
就
業
状
態
、
通
勤
・
通
学
地

な
ど
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
調
査

員
を
は
じ
め
と
す
る
調
査
関
係
者
に
は
守

秘
義
務
が
あ
り
、
調
査
内
容
の
秘
密
は
保

護
さ
れ
ま
す
。

　

国
勢
調
査
の
結
果
は
、
私
た
ち
の
ま
ち

づ
く
り
に
活
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
調
査
内
容
は
各
方
面
で
利
用
さ
れ
ま
す

○
議
員
定
数
の
決
定
、
市
や
政
令
指
定
都

市
の
設
置
、
地
方
交
付
税
の
算
定
、
都

市
計
画
の
策
定
な
ど
に
調
査
結
果
が
利

用
さ
れ
ま
す
。

○
介
護
の
充
実
や
安
心
し
て
子
供
を
生
み

育
て
る
環
境
の
整
備
な
ど
、
豊
か
な
福

祉
社
会
実
現
に
向
け
て
の
諸
施
策
の
基

礎
資
料
と
な
り
ま
す
。

○
住
民
の
安
全
を
守
り
、
災
害
の
規
模
を

最
小
限
に
く
い
止
め
る
有
効
な
防
災
対

策
を
立
て
る
た
め
に
、
国
勢
調
査
か
ら

得
ら
れ
る
人
口
の
地
域
分
布
や
人
口
密

度
、
昼
間
人
口
や
住
宅
の
建
て
方
、
階

数
な
ど
の
デ
ー
タ
が
利
用
さ
れ
ま
す
。

○
様
々
な
行
政
施
策
に
必
要
な
将
来
の
人

口
や
世
帯
数
の
予
測
は
、
い
ず
れ
も
国

勢
調
査
の
結
果
を
基
に
推
計
さ
れ
て
い

ま
す
。

■
調
査
結
果
は
、
来
年
の
２
月
か
ら
公
表

さ
れ
ま
す

　

人
口
お
よ
び
世
帯
数
の
速
報
結
果
が
、

平
成　

年
２
月
に
公
表
さ
れ
る
予
定
で

２３

す
。

　

そ
の
後
、
年
齢
別
・
産
業
別
な
ど
の
詳

し
い
結
果
を
順
次
公
表
し
ま
す
。

　

調
査
結
果
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
報

告
書
で
ど
な
た
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

企
画
課
市
政
情
報
グ
ル
ー
プ　
�
２
９
８
・
１
１
１
１
（
内
線
４
３
６
）

【世帯員一人ひとりに関する項目】
１　氏名および男女の別
２　世帯主との続柄
３　出生の年月
４　配偶者の有無
５　国籍 
６　現在の場所に住んでいる期間
７　５年前にはどこに住んでいまし

たか
８　教育
９　９月２４日から３０日までの１週間

に仕事をしましたか
１０　従業地または通学地 
１１　従業地または通学地までの利用

交通手段
１２　勤めか自営かの別
１３　勤め先・業主などの名称、事業

の内容
１４　本人の仕事の内容
【世帯について】
１　世帯員の数 
２　住居の種類
３　住宅の建て方
４　住宅の床面積の合計（延べ面積）

平成22年国勢調査は、
以下の項目について調べます。

■
調
査
員
と
は
ど
の
よ
う
な
人
？

　

調
査
員
は
、
市
区
町
村
の
推
薦
に
基
づ

い
て
総
務
大
臣
が
任
命
し
た
非
常
勤
の
国

家
公
務
員
で
す
。
責
任
を
も
っ
て
事
務
を

遂
行
で
き
る
者
で
あ
っ
て
秘
密
の
保
護
に

関
し
信
頼
の
お
け
る
者
が
、
任
命
さ
れ
て

い
ま
す
。

■
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
保
護
さ
れ
る
？

　

国
勢
調
査
は
統
計
法
等
の
法
令
規
定
に

基
づ
い
て
行
わ
れ
て
お
り
、
調
査
に
従
事

す
る
人
に
は
、
調
査
上
知
り
得
た
秘
密
に

属
す
る
事
項
を
他
に
漏
ら
し
て
は
な
ら
な

い
守
秘
義
務
が
課
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
統
計
を
つ
く
る
目
的
以
外
に
調
査
票

を
使
用
す
る
こ
と
は
固
く
禁
じ
ら
れ
て
お

り
、
秘
密
の
保
護
の
徹
底
が
図
ら
れ
て
い

ま
す
。
安
心
し
て
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

■
答
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
？ 

　

国
勢
調
査
は
統
計
法
に
よ
っ
て
、
調
査

票
に
記
入
し
て
提
出
す
る
報
告
義
務
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
正
確
な
調
査
結
果
を
得
る
た
め

に
は
、
正
し
い
回
答
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
も
し
、
不
正
確
・
不
完
全
な
回
答
で

あ
っ
た
場
合
、
精
度
の
低
い
統
計
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
調
査
結
果
は
、
私
た
ち

の
身
近
な
行
政
施
策
や
将
来
計
画
に
利
用

さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。



８

協 働 特 集 ⑬

問
い
合
わ
せ

市
民
協
働
課
市
民
活
動
グ
ル
ー
プ

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
２
６
３
・
２
６
５
）

＊
昨
年　

月
に
市
が
策
定
し
ま
し
た
「
那
珂
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

１２

指
針
」、
本
年
３
月
に
制
定
し
ま
し
た
「
那
珂
市
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
基
本
条
例
」、「
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
メ
ニ
ュ
ー
」
は
、

那
珂
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
市
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
様
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
質
問
と
そ
の
回
答
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
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１
年
間
と
い
う
期
間
内
で
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で
き
る
よ
う
、
自
治
会
や
地
区

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
モ
デ
ル
会
則
、
移
行
す
る
た
め
の
手
順
な
ど
を
わ
か
り

や
す
く
整
理
し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
ま
し
た
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
正
副

区
長
、
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
準
備
委
員
の
か
た
が
た
に
配
布
し
て
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
職
員
制
度
（
市
職
員
の
地
域
担
当
制
）

を
導
入
し
、
市
と
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
に
よ
っ
て
移
行
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

�
��
�

　

地
域
ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
職
員
制
度
（
市
職
員
の
地
域
担
当
制
）
は
、
区

制
度
か
ら
自
治
会
制
度
に
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で
き
る
よ
う
、
市
と
市
民
自
治
組

織
（
自
治
会
や
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
）
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
導
入
し
ま

し
た
。

　

サ
ポ
ー
ト
職
員
と
し
て
、
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
（
旧
町
村
単
位
市
内
８

地
区
）
ご
と
に
リ
ー
ダ
ー
（
１
人
）、
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
（
１
〜
２
人
）
を
含
む
５

〜
８
人
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

サ
ポ
ー
ト
職
員
は
、
自
治
会
の
会
則
づ
く
り
等
の
サ
ポ
ー
ト
や
、
必
要
な
行

政
情
報
の
提
供
、
市
や
市
民
自
治
組
織
と
の
連
絡
調
整
、
各
地
区
の
状
況
等
の

情
報
交
換
な
ど
を
行
い
ま
す
。
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広報なか８月号９

　

一
の
関
地
区
の
水
路
や
道
路
を
美
化
す
る

こ
と
を
目
的
に
活
動
す
る
水
辺
の
会
は
、
平

成　

年
の
結
成
か
ら
、
今
年
で
８
年
目
を
迎

１５
え
て
い
ま
す
。

　

結
成
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
は
、
一
の

関
地
区
の
環
境
の
悪
化
で
し
た
。
雨
水
路
に

は
油
や
ヘ
ド
ロ
が
溜
ま
り
、
道
端
に
は
ゴ
ミ

や
ペ
ッ
ト
の
排
泄
物
が
散
乱
す
る
惨
状
を
見

か
ね
た
地
元
住
民
が
中
心
と
な
り
、
地
域
の

美
化
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
一
の
関
地
区
の
出
水
溝
の
水
質

浄
化
と
、
道
路
の
緑
化
を
柱
に
年
間
８
回
程

度
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

道
路
緑
化
に
つ
い
て
は
「
道
端
に
花
が
咲

い
て
い
れ
ば
ゴ
ミ
を
捨
て
よ
う
と
思
う
人
は

い
な
く
な
る
は
ず
」と
い
う
考
え
に
基
づ
き
、

沿
道
住
民
の
理
解
と
協
力
を
得
つ
つ
、
約
４

０
０
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
り
、
初
夏
に
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
、
秋
に
は
パ
ン
ジ
ー
を
植
え
て
い

ま
す
。
開
花
し
た
際
の
眺
め
は
美
し
く
、
道

路
の
景
観
に
彩
り
を
与
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
水
質
浄
化
に
関
し
て
は
、
一
の
関
出
水

溝
の
水
底
に
玉
砂
利
を
敷
き
、
炭
を
放
流
し

て
、
水
の
活
性
化
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

　

地
道
な
活
動
が
実
を
結
び
、
投
棄
さ
れ
る

ゴ
ミ
の
量
は
大
幅
に
減
っ
た
と
い
い
ま
す
。

ま
た
、
水
質
が
浄
化
さ
れ
た
一
の
関
出
水
溝

に
は
、
水
路
沿
い
で
遊
ぶ
子
ど
も
が
現
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
走
り
回
る
子
ど
も
た

ち
の
姿
を
見
る
の
も
や
り
が
い
だ
そ
う
で

す
。

　

当
初
７
人
だ
っ
た
会
員
も
、
現
在
で
は　
１６

人
に
ま
で
増
え
ま
し
た
。
城
里
町
な
ど
、
市

外
在
住
の
会
員
も
お
り
、
活
動
の
波
は
広
が

り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　
「
こ
こ
で
水
質
浄
化
や
花
植
え
の
コ
ツ
を

つ
か
ん
だ
人
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
元
で

活
動
し
て
く
れ
れ
ば
い
い
で
す
ね
」
と
、
加

藤
広
会
長
は
、
今
後
の
展
望
を
語
っ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

■
児
童
扶
養
手
当
と
は
？

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
父
母
の
離
婚
な
ど

に
よ
り
父
ま
た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し

て
い
な
い
児
童
が
育
成
さ
れ
る
家
庭
（
ひ

と
り
親
家
庭
）
の
生
活
の
安
定
と
自
立
の

促
進
に
寄
与
し
、
児
童
の
福
祉
の
増
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
支
給
さ
れ
る
手

当
で
す
。

■
支
給
の
対
象
と
な
る
か
た
は
？

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
「　

歳
に

１８

達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月　

日
（　

３１

１８

歳
に
な
っ
て
か
ら
の
年
度
末
）
ま
で
の
児

童
」
を
扶
養
し
て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
の

父
・
母
ま
た
は
両
親
に
代
わ
っ
て
そ
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
か
た
が
対
象
に
な
り

ま
す
。

○
父
母
が
離
婚
し
た
児
童

○
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

○
父
ま
た
は
母
が
一
定
の
障
害
の
状
態

に
あ
る
児
童

○
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な

い
児
童

○
父
ま
た
は
母
か
ら
引
き
続
き
１
年
以

上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

○
父
ま
た
は
母
が
引
き
続
き
１
年
以
上

拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

○
母
が
婚
姻
し
な
い
で
生
ま
れ
た
児
童

○
母
が
懐
胎
し
た
当
時
の
事
情
が
不
明

で
あ
る
児
童

■
次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
申
請
し
な
い
場

合
や
、
婚
姻
の
届
け
出
を
し
て
い
な
く
て

も
事
実
婚
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
な
お
、
受
給
資
格
者
、
同
居
の
扶
養

義
務
者
の
前
年
所
得
が
一
定
以
上
あ
る
場

合
は
、
そ
の
年
度
（
８
月
か
ら
翌
年
の
７

月
ま
で
）
手
当
の
一
部
、
ま
た
は
全
部
の

支
給
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
２
５
２
）

問い
合わせ
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　引き続き児童扶養手当を受ける条件を満
たしているかどうかを確認するために、８
月に現況届の手続きが必要となります。受
給資格者があるかたには現況届を郵送いた
しますので、期限までに手続きをお願いし
ます。提出がない場合は、８月分以降の手
当を支給できませんのでご注意ください。

�������	
��������	
�
�������	
�������	




１０

借
り
入
れ
は
年
収
の
３
分
の
１
ま
で

借
入
に
は
年
収
の
証
明
が
必
要

ヤ
ミ
金
か
ら
は
絶
対
に
借
り
な
い
で
！

困
っ
た
ら
、
あ
せ
ら
な
い
で
、
ま
ず
相
談

（
金
融
庁
・
消
費
庁
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
よ
り
抜
粋
）
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那
珂
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
１
１
８
）

問い
合わせ

は 
い 

　

貸
金
業
法
と
は
、
消
費
者
金
融
な
ど
の
貸
金
業
者
や
、

貸
金
業
者
か
ら
の
借
り
入
れ
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
法
律

の
こ
と
で
す
。
こ
の
貸
金
業
法
が
平
成　

年
６
月　

日
か

２２

１８

ら
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
利
用
者
の
皆
さ
ん
が
安
心
し

て
借
り
ら
れ
る
よ
う
に
次
の
点
が
変
わ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。�
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裁
判
所
を
通
さ
ず
、
貸
金
業
者
と
法
律
専
門
家
と
の

間
で
返
済
方
法
を
和
解
す
る
方
法

○
借
金
総
額
が
比
較
的
少
額
の
と
き

　

裁
判
所
が
貸
金
業
者
と
相
談
者
の
間
に
立
っ
て
利
害

関
係
を
調
整
す
る
方
法

○
借
金
を
し
て
い
る
貸
金
業
者
の
数
が
少
な
い
と
き

○
金
利
の
引
き
直
し
計
算
で
借
金
の
減
額
が
見
込
ま
れ

る
と
き

○
債
務
者
本
人
で
も
申
し
立
て
が
で
き
る
の
で
費
用
を

抑
え
る
こ
と
が
で
き
る

◆
其
の
一　

任
意
整
理

◆
其
の
二　

特
定
調
停

　

裁
判
所
が
認
可
し
た
再
生
計
画
に
基
づ
き
、
債
務
を

返
済
す
る
方
法

○
借
金
を
し
て
い
る
貸
金
業
者
の
数
や
額
が
多
い
と
き

○
債
務
者
が
定
期
的
な
収
入
を
得
て
い
る
と
き

○
住
宅
ロ
ー
ン
が
あ
り
、住
宅
を
手
放
し
た
く
な
い
と
き

　

裁
判
所
を
通
じ
て
、
債
務
の
支
払
を
免
責
し
て
も
ら

う
方
法

○
返
済
の
見
込
み
が
な
い
と
き

◆
其
の
三　

個
人
版
民
事
再
生

◆
其
の
四　

自
己
破
産

�
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法
律
の
専
門
家
に
依
頼
し
、
受
任
通
知
が

送
付
さ
れ
た
り
、
裁
判
所
に
申
し
立
て
、
申

立
書
が
送
付
さ
れ
る
と
、
貸
金
業
者
は
取
立

て
行
為
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。
困
っ
た
と
き
に
は
早
め
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。



広報なか８月号１１

　

第　

回
記
念
全
日
本
バ
レ
ー

３０

ボ
ー
ル
小
学
生
大
会
茨
城
県
大
会

が
、
６
月　

日
、　

日
に
古
河
市
、

１９

２０

結
城
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
那

珂
市
か
ら
は
、
県
央
支
部
大
会
で

好
成
績
を
収
め
た
瓜
連
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団（
女
子
）

が
駒
を
進
め
、
県
大
会
で
も
笑
顔

と
ガ
ッ
ツ
あ
ふ
れ
る
全
員
バ
レ
ー

を
展
開
し
た
選
手
た
ち
は
、
対
す

る
強
豪
石
岡
南
チ
ー
ム
に
一
歩
及

ば
ず
な
が
ら
も
白
熱
の
好
試
合
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を

活
か
し
、
今
後
さ
ら
な
る
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
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市
内
で
も
悪
質
商
法
の
被
害
が

出
て
い
る
現
在
、
消
費
者
団
体
の

ス
ワ
ン
暮
ら
し
の
会
が
７
月　
１３

日
、
Ｋ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
瓜
連
店
で
、

「
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
」
と
買
い
物
客
に
声
を

か
け
、
悪
質
商
法
へ
の
注
意
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　

ス
ワ
ン
暮
ら
し
の
会
は
、
年
間

を
と
お
し
て
悪
質
商
法
被
害
防
止

の
啓
発
活
動
を
続
け
て
い
る
ほ
か

に
、
地
球
温
暖
化
防
止
や
環
境
美

化
へ
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
な
か
な

か
塾
」
が
６
月　

日
、
那
珂
イ
ン

２６

タ
ー
線
飯
田
押
敷
交
差
点
付
近
の

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
で
恒
例
の
植
栽

を
行
い
ま
し
た
。

　

水
戸
農
業
高
校
、
那
珂
高
校
、

な
る
み
園
な
ど
の
協
力
を
得
な
が

ら
行
わ
れ
た
作
業
に
は
、
参
加
さ

れ
た　

人
の
か
た
の
手
に
よ
っ
て

９０

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
ベ
ゴ
ニ
ア
な

ど
約
３
千
株
が
沿
道
の
花
壇
に
丁

寧
に
植
え
ら
れ
、
作
業
を
終
え
た

皆
さ
ん
は
一
様
に
清
々
し
い
笑
顔

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

７
月
２
日
、
五
台
小
学
校
家
庭

教
育
学
級
研
修
会
と
し
て
、
料
理

研
究
家
・
海
野
寿
江
先
生
の
指
導

の
も
と
「
作
っ
て
み
よ
う
！
み
ん

な
で
楽
し
む
か
ん
た
ん
パ
ン
」
を

テ
ー
マ
に
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
が
中

央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
保

護
者
の
皆
さ
ん
は
、
環
境
の
こ
と

を
考
え
て
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
一
枚
を

使
っ
て
で
き
る
パ
ン
生
地
の
作
り

方
を
学
び
、
テ
ー
ブ
ル
パ
ン
や
あ

ん
パ
ン
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
と
楽

し
み
な
が
ら
一
緒
に
作
れ
る
美
味

し
い
パ
ン
を
焼
き
上
げ
ま
し
た
。
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飯
田
地
区
で
は
７
月
４
日
、
大

洞
た
め
池
（
飯
田
）
の
草
刈
り
が
、

芳
野
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
飯
田
支

部
、
飯
田
区
長
会
、
飯
田
夏
祭
り

実
行
委
員
会
、
地
域
住
民
の
か
た

総
勢
１
１
０
人
の
参
加
者
が
集
ま

り
実
施
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
刈

り
払
い
機
、
草
刈
り
鎌
、
熊
手
で

除
草
を
行
い
、
皆
さ
ん
の
熱
心
な

活
動
に
よ
り
生
い
茂
っ
て
い
た
雑

草
が
き
れ
い
に
刈
ら
れ
ま
し
た
。

同
地
区
で
は
今
後
も
、
た
め
池
の

草
刈
り
作
業
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
継
続
し
、
た
め
池
の
環
境
の

浄
化
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

か
れ
バ
ス
で
移
動
。
皆
さ
ん
は
そ

れ
ぞ
れ
と
う
も
ろ
こ
し
５
本
・
那

珂
南
瓜
１
個
を
収
穫
し
ま
し
た
。

収
穫
後
に
は
、
瓜
連
直
売
所
で
と

う
も
ろ
こ
し
と
南
瓜
の
試
食
会
が

行
わ
れ
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
満
喫

し
た
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
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一
人
ひ
と
り
の
薬
物
乱
用
問
題

に
対
す
る
認
識
を
高
め
、
薬
物
乱

用
防
止
を
訴
え
る
、「
ダ
メ
。
ゼ
ッ

タ
イ
。」普
及
運
動
常
陸
大
宮
地
区

６
・　

ヤ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー

２６

ン
が
６
月　

日
、
サ
ン
モ
リ
ノ
那

２６

珂
に
お
い
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
寺
門
副
市

長
の
ほ
か
、
市
民
活
動
団
体
の
皆

さ
ん
、
ヤ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協

力
校
、
那
珂
四
中
の
生
徒　

人
が

１３

啓
発
資
材
の
配
布
や
街
頭
募
金
活

動
を
行
い
同
運
動
の
周
知
を
図
り

ま
し
た
。
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水
難
事
故
が
発
生
し
た
際
に
、

勇
敢
な
行
動
で
人
命
を
救
助
。
消

防
協
力
者
と
し
て
の
功
績
を
た
た

え
、
消
防
長
か
ら
７
月
２
日
、
那

珂
市
消
防
本
部
に
お
い
て
、
水
戸

市
の
滝
原
孝
さ
ん
に
、
感
謝
状
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

滝
原
さ
ん
は
、
６
月　

日
、
那

１９

珂
市
下
江
戸
千
代
橋
付
近
那
珂
川

で
、
川
に
流
さ
れ
て
い
る
男
性

（　

）を
発
見
し
、
川
舟
で
引
き
上

５８げ
救
助
し
ま
し
た
。
滝
原
さ
ん
の

勇
敢
な
行
動
の
お
か
げ
で
、
一
人

の
尊
い
命
が
救
わ
れ
ま
し
た
。

　

７
月
３
日
、
那
珂
南
瓜
・
と
う

も
ろ
こ
し
（
味
来
）
収
穫
体
験
ツ

ア
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

で
６
回
目
を
迎
え
る
収
穫
体
験
ツ

ア
ー
に
は
１
０
０
人
が
参
加
し
、

Ｊ
Ａ
ひ
た
ち
な
か
瓜
連
直
売
所
か

ら
圃
場
（
鹿
島
）
ま
で
２
班
に
分■小林庄市さん　とうもろこし圃場

■小林勝美さん　那珂南瓜圃場
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夏
の
交
通
事
故
防
止
県
民
運
動

（
７
月　

日
〜
８
月　

日
）に
伴
い

２０

２０

７
月　

日
、
那
珂
警
察
署
前
と
総

２１

合
セ
ン
タ
ー
ら
ぽ
ー
る
前
で
、
交

通
安
全
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
夏
は
行
楽
の
際
の

過
労
運
転
、
交
通
量
の
増
加
、
ま

た
、
夏
休
み
で
子
ど
も
た
ち
が
屋

外
で
の
活
動
が
増
え
る
た
め
運
転

を
す
る
か
た
は
交
通
安
全
の
意
識

が
大
切
で
す
。
皆
さ
ん
が
事
故
の

な
い
楽
し
い
夏
を
過
ご
せ
る
よ
う

に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
一
人
ひ
と
り
に

交
通
安
全
を
訴
え
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
	

　

７
月
５
日
、
一
の
関
親
水
公
園

で
、
那
珂
地
区
交
通
安
全
協
会

（
会
長　
渡
邊
勝
一
）
主
催
に
よ
る

交
通
安
全
祈
願
七
夕
ま
つ
り
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
菅
谷
東

小
の
４
年
生
児
童　

人
が
、
交
通

８１

安
全
に
関
す
る
願
い
事
を
短
冊
に

書
き
、
笹
に
飾
り
付
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
宅
市
長
は
挨
拶
の
中

で
「
市
民
一
人
ひ
と
り
の
交
通
安

全
へ
の
意
識
を
深
め
て
い
た
だ
く

こ
と
が
重
要
で
す
」
と
述
べ
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
交
通
安
全
意
識
の

向
上
に
期
待
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
で　

回
目
を
数
え
る
春
の

２２

那
珂
市
民
歩
く
会
が
６
月　

日
、

２３

日
光
戦
場
ヶ
原
か
ら
小
田
代
ヶ
原

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
の
た
め

当
初
の
コ
ー
ス
を
短
縮
し
て
赤
沼

か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
を
開
始
。
歩
き

始
め
る
と
次
第
に
雨
脚
も
止
ま

り
、
皆
さ
ん
は
軽
や
か
に
足
を
進

め
ま
し
た
。
野
鳥
が
さ
え
ず
り
、

小
川
が
せ
せ
ら
ぐ
奥
日
光
の
自
然

を
体
い
っ
ぱ
い
に
感
じ
な
が
ら
、

皆
さ
ん
は
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
て
い
ま
し
た
。

�
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�
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�
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７
月
１
日
、
保
護
司
会
、
更
生
保
護

女
性
会
お
よ
び
小
宅
市
長
が
上
菅
谷

駅
、
後
台
駅
、
瓜
連
駅
で
、
犯
罪
や
非

行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更

生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
犯
罪
や
非

行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す

る
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の
街

頭
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
法
務
大

臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

保
護
司
会
の
代
表

の
か
た
か
ら
小
宅

市
長
に
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。
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� 国保ミニ情報  �

○那珂市国保の加入者数　１５，８０１人

　（平成２２年６月末現在・
 前月比１４人減少）
○那珂市国保が医療費の一部として

支払った金額　２億７，７５２万円

　（平成２２年６月・
 前月比８６４万円減少）
※皆さんの日頃の健康づくり、病気予
防の心がけが医療費の増加、ひいて
は国保税の増額を抑えることにつな
がります。ご協力をお願いします。

�������	
������

�������	
��

　７月２９日～８月１日まで南アフ
リカ共和国で開催されるBMX世
界選手権に日本代表として出場す
るにあたり、平野秀一郎さん、早
人さん（菅谷）が、７月２０日、小
宅市長を訪問しました。
　早人さんは、１３歳クラスと、ク
ルーザー１３・１４歳クラスの２種目
に出場し、秀一郎さんは、クルー
ザー４５歳以上クラスに出場しま
す。ともに世界選手権への出場は
初めてです。
　世界の大舞台での活躍が期待さ
れます。

����������	

��������

　元郵便局長の圷平�郎さん（横
堀）が、瑞宝双光章を受章されま
した。
　圷さんは、郵政省（現・日本郵
政公社）に奉職され、昭和５７年に
緒川郵便局長として退職されるま
で、「この道ひとすじ」を座右の銘
に、地域の郵便事業に尽力されま
した。また、那珂町選挙管理委員
等を務めるなど、那珂市の自治に
も貢献されました。
　圷さんは「章をいただけたのは
職員がよくやってくれたから。皆
さんのおかげです」と語ってくだ
さいました。

６月１５日～７月１４日（敬称略）

�����

�������	�
��

切手・テレカボランティア　ポピー
 ８，０００円
ぴっぴお話の会　南波　哲龍
 ３，６９７円
小貫　惠美子 ３００，０００円
カトリック那珂教会  ２０，０００円
野木　利三郎  １０，０００円

※善意銀行の寄付は、那珂市社会
福祉協議会でお受けしていま
す。 �２９８－８８８１

� 今月の納税  �

○市県民税（普通徴収） ２期

○国民健康保険税（普通徴収）

 ２期

○後期高齢者医療保険料（普通徴収）

 ２期

○介護保険料（普通徴収）　３期

納期限：８月３１日

■市税の納付は口座振替で

　市税の納付には、便利で確実
な口座振替制度がありますの
で、どうぞご利用ください。
　詳細については、下記までお
問い合わせください。
問い合わせ／市収納課収納Ｇ

�２９８－１１１１　内線１７２・１７３

� 人の動き �

那珂市の人口（７月１日現在）

※（　）内は前月比
　男　　　２７，６２５人 （＋１）
　女　　　２８，４８４人 （＋２）
　計　　　５６，１０９人 （＋３）
世帯数　　２０，７９４世帯 （＋４）

○出生　５０人
○死亡　３２人

（６月１日～３０日）

　後台の一般の家庭の庭先
に、大変珍しい「山ゆり」
の花が咲きました。板状に
広がった１本の幹から１００
を超えるつぼみを付けてい
ました。
［市政情報グループ撮影］
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●市役所の電話番号

　�２９８－１１１１（代表）

●ホームページ URL

　http://www.city.naka.lg.jp

●メールアドレス

　kikaku@city.naka.lg.jp

●おしらせ版

市では、「広報なか」のほかに、

「おしらせ版」（月３回（ただし、

５月、８月、１月は月２回））を発

行しています。このコーナーでは

その一部を掲載していますが、

「おしらせ版」も併せてご覧くだ

さい。

日時／９月１日（水）、８日（水）、
１５日（水）、２２日（水）、
２９日（水）

いずれも９：００～１５：００
場所・問い合わせ／

那珂市社会福祉協議会（市総合保健福

祉センター「ひだまり」内）

�２９８－８８８１

日時／９月１７日（金）　※受付は先着順
　　　１０：００～１５：００（昼休みを除く）
場所／市役所（本庁）　５階会議室
開設相談／

人権を侵害されている問題や家庭内の
もめごとなど
相談員／人権擁護委員
問い合わせ／市秘書課市民相談室

�２９８－１１１１　内線１１７

　消防署では、年間をとおして市内に
設置されている消火栓の機能調査を行
います。そのため、調査後に家庭で使
用されている水道水が濁る場合があり
ます。通常は、蛇口から水道水を出し
続けると、濁りが取れ無色透明に戻り
ますが、水道水がいつまでも無色透明
に戻らない場合には、お手数でもご連
絡ください。なお、このようなときは
飲用を差し控えてください。また、洗
濯物に色が付着することがありますの
でご注意ください。
　この調査は、有事の際に消火栓の機
能を万全にしておくために行うもので
す。ご理解、ご協力をお願いします。
問い合わせ／

市水道課（瓜連支所）　�２９６－１９４１

市消防本部　�２９５－２１１１

　青少年育成那珂市民会議では、４つ
の専門部会（家庭・育成・環境・広報）
があり、各部会役員が一丸となって青
少年健全育成活動事業の推進に努めて
います。また、広く市民の皆さまに青
少年健全育成の大切さと活動の趣旨を
お知らせするため、毎年、下記のよう
な大会や式典を開催しています。詳細
につきましては、開催時ごとに参加の
ご案内を広報なかおしらせ版へ掲載い
たします。多くの皆さまのご来場を心
よりお待ちしております。

場所／総合センターらぽーる
　　　多目的ホール
問い合わせ／

那珂市教育委員会

市生涯学習課社会教育Ｇ（瓜連支所）

青少年育成那珂市民会議事務局

�２９８－１１１１　内線８２８３

心配ごと相談

５日　小豆畑病院 （菅谷）
�２９５－２６１１

１２日　小宅内科医院 （菅谷）
 �２９８－００５０
１９日　那珂クリニック （中台）
 �２９５－９８００
２０日　慶和病院 （鴻巣）
 �２９５－５１２１
２３日　那珂中央病院 （飯田）
 �２９８－７８１１
２６日　かぼちゃクリニック （横堀）
 �３５２－１１０７

■診療時間／９：００～１１：３０
※受診の際、必ず当該医療機関へ電
話で問い合わせください。
※診療時間外は、「茨城県救急医療情
報コントロールセンター」（�２４１
－４１９９）、または「那珂市消防本部」
（�２９５－２１１１）へお問い合わせく
ださい。 

�������	

わたしたち那珂市民は、那珂・久慈の清らかな流れ
と豊かな緑に恵まれた郷土を愛し、市民としての誇
りを持ち、明るく住みよいまちをめざします。

一　すこやかな心と体をつくりましょう
一　伝統を大切にし教養をふかめましょう
一　助け合い思いやる心をもちましょう
一　きまりを守り安全を心がけましょう
一　自然を愛し資源をいかしましょう

�
�
�
�
�
�

人権相談を開設します

平成２２年度青少年健全育成関係
催事開催のご案内

日時／９月７日（火）　１３：００～１７：００
９月２８日（火）　１３：００～１６：００

場所／市役所（本庁）　１階　市民相談室
相談員／弁護士
申込方法／事前に次まで予約してくだ

さい。
申し込み・問い合わせ／

市秘書課市民相談室

�２９８－１１１１　内線１１７

法律相談

消火栓の機能調査

事業名日時

「青少年の主張」
発表大会ならびに

表彰式典

１０月９日（土）
９：１５～

「親が変われば、子
どもも変わる運動」
那珂市推進大会

１１月６日（土）
９：１５～

「家庭の日」図画・作
文発表会ならびに

表彰式典

１２月４日（土）
９：３０～

那珂市「善行青少年
健全育成のつどい」

平成２３年
３月５日（土）
９：３０～
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　歴史民俗資料館では「那珂台地の遺
産～指定文化財展～」を９月５日（日）
まで開催しています。市内の指定文化
財のうち、天然記念物は県指定が４件、
市指定が１６件の合計２０件があります。
これらの多くは推定樹齢３００年から５００
年ですが、桂木稲荷神社境内の「静の
ムクノキ」は９００年余と超高齢の見事な
大樹で県指定文化財天然記念物です。
永保３年（１０８３）、源義家が後三年の役
に遠征する際にこの地に軍を休め、 社 

やしろ

に戦勝を祈願し、この時に軍を指揮した鞭を地に挿したまま出陣
したのが根づいたものと伝えられています。
　このムクノキは、ニレ科の植物で北限の巨木として珍しいもの
です。近年樹勢の衰えが進んでいましたが、昨年度末に那珂市の
文化財保護事業および「緑の募金」の地域緑化活動事業として樹
勢回復の手当を実施しました。枝葉も良く伸び輝きを増し蘇りま
した。
　雄大な巨樹の姿は、歴史の重さを感じさせ、人々を謙虚にさせ
るものがあります。ぜひ、一度は訪ねてみてください。

問い合わせ　歴史民俗資料館（那珂総合公園内）

　　　　　　�２９７－００８０
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■肉をヨーグルトに漬けるとやわらかくな
ります。きのこの旨みや香りが牛乳とま
ろやかにマッチします。肉を魚に代えて
もおいしく召し上がれます。スタミナ
アップで夏を乗り切りましょう。

那珂市食生活改善推進員
連絡協議会

向山（運動休養部会）

大森　勝代さん

■作り方

①豚肉はＡに漬けて１０～１５分置く。
②サニーレタスは食べやすくちぎり、そのほかの野菜も薄切りにし
てさっと水で流してざるに上げておく。
③エリンギ、えのきを同じくらいの食べやすい長さに切る。
④フライパンにサラダオイルを熱して①の豚肉を焼く。
⑤きのこ類をバターで炒め、小麦粉を振り入れる。なじんだら牛乳
を少しずつ入れて弱火でのばし、最後にしょうゆを少々加える。
⑥豚肉、野菜を器に盛り、⑤のソースをかけて、きぬさやを散らす。

■材料（４人分）

豚肉しょうが焼き用 … ８枚　　　　　
プレーンヨーグルト … １００ｇ　　　　　
しょうゆ ……………… 大さじ１と１／２　
塩 ……………………… 小さじ１／２　　　
こしょう ……………… 少々　　　　　
サラダオイル ………… 少々　　　　　
パプリカ（赤） ………… １個　　　　　
サニーレタス ………… 適宜　　　　　
きゅうり ……………… １本　　　　　

きぬさや ……… 少々　　
しめじ ………… １００ｇ　　
エリンギ ……… ８０ｇ　　
えのき ………… １束　　
バター ………… １０ｇ　　
小麦粉 ………… 大さじ３
牛乳 …………… ２００ml　　
しょうゆ ……… 少々　　
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届
出
が
あ
っ
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も
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の
う
ち
、
掲
載
を

希
望
さ
れ
た
か
た
の
み
掲
載
し
て
い
ま

す
。

三
成
の
布
陣
せ
し
山
夏
薊 

桜　

井　

筑　

蛙

山
法
師
あ
か
ね
に
染
ま
る
館
か
な 

 
安　

掛　

富　

美

娑
羅
の
花
ひ
と
日
の
白
を
晴
れ
や
か
に 

草　

野　

ゆ
た
か

鶴
を
折
り
老
い
の
願
ひ
を
七
夕
に 

益　

子　

春　

子

退
院
や
手
捻
り
猪
口
で
酌
む
冷
酒 

雨　

宮　

文　

枝

老
鶯
の
声
よ
く
通
り
国
史
跡 

�　
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子

煎
薬
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匂
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も
る
梅
雨
じ
め
り 

宇
佐
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和　

子

幼
児
の
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弾
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魚
池 
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滿

祝
宴
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済
み
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ほ
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酔
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ひ
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と
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【俳　句】あせび句会

【短　歌】那珂短歌会

問
ふ
ご
と
に 
人
生 
染
み
た
る
言
の
葉
を
聞
き
て
は
巡
る 
化  
野 
の
辺
を 

加　
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要

ひ
と
よ 

あ
だ 
し
の

シ
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ア
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観
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映
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ア
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よ
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パ
ン
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ッ
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買
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ゆ
く
母
の
歩
は
速
く
父
の
墓
ま
で
と
ど
ま
ら
ず
行
く 

小
田
倉　

玲　

子

供
出
を
免
れ
し 
大
灯
籠 
の
屋
根
飾
り
総
て
を
容
る
る 
態 
に
鎮
も
る　
 　
　
  
秋　

葉　

静　

枝

と 
う 
ろ 
う 

さ
ま

地
平
線
話
題
と
し
つ
つ
父
と
子
は
大
盛
り
海
鮮
ラ
ー
メ
ン
す
す
る    　
　
　

池　

田　

美
代
子

青
空
の
下
の
緑
に
包
ま
れ
て
教
え
教
わ
り
妻
と
写
生
す　
　
　
    　
　
　
　

赤　

塚　

満　

夫

 
金  
色 
の
落
葉
踏
み
し
め
帰
り
来
て
身
に
飼
ふ
鬼
を
宥
め
ゐ
る
な
り　
　
　
    
和　

田　

智　

子

こ
ん 
じ
き

懐
か
し
き
昔
の
風
を
感
じ
さ
せ
会
津
の
里
の
語
り
部
温
し　
　
    　
　
　
　

大　

森　

勝　

代

無
縁
な
る
墓
石
の
数
多
苔
む
し
て
重
な
る
か
げ
に
魂
鎮
も
る
や　
　
　
       
渡　

辺　

知
英
子

街
路
樹
の
緑
の
中
を
洋
傘
が
さ
っ
そ
う
と
行
く
長
き
脚
し
て　
　
　
　
   　
 
大　

森　
　
　

満

�
�
�
�






